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　平塚 らいてうの名は,日 本における女性解放の歴史の中で今も変わらぬ光を放っている。女性のみ

の手による文芸雑誌r青 轄』の発行や新婦人協会の設立,「 若い燕」と呼ばれた奥村博 との共同生活,

与謝野晶子 との 「母性保護論争」と,ら いてうの言動は常に世の人々から非難と賞賛で迎えられた。

本稿では,そ のらいてうと旅という,こ れまであまり注 目されなかったテーマを取 り上げ,彼 女にと

って旅 とは何であったか,旅 が彼女にどんな影響を与えたかを考察 し,平 塚 らいてうという偉大な人

物の全体像を把握する一助としたいと思う。なお本稿でいう旅には転地療養などの比較的長期間の滞

在も含まれている。らいてうは1923年,千 駄 ヶ谷の路地裏の借家で関東大震災に遭遇するが,本 稿で

は大震災以前の旅を主として扱っている。

キ ー ワ ー ド:文 学,平 塚 らい て う,旅,自 然
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　東京の麹町区(現 在の千代田区)三 番町に生まれ,小 学校三年の時,本 郷駒込曙町に引

越 した平塚らいてうが,初 めて海 らしい海を見たのは,お 茶の水高等女学校に入学 した年

の夏のことであった。お台場の並ぶ東京湾 しか見たことのないらいてうにとって,相 州葉

山の海の印象は強烈なものだったようだ。その時の衝撃を彼女は次のように書いている。

　今見ればあの静かな　　小さな波がむ しろ退屈そうに終 日岸に寄せているあの御用邸

下の箱庭式の海が,ま あ何 という大自然の威力をもって幼いわた くしの全存在を圧倒 し

たことで しょう。(中 略)一 浪去っては一浪 くるこの休みのない生きものの海のからだ

を じっと見ていると何かしら全宇宙を支配する生命力とでもいうようなものがわた くし

のからだ中に伝わってきて両脚がわなわな とふるえてきました。1)

　また,ら いてうの山への最初の憧れは富士登山への熱望 という形で現れている。彼女は

富士山を日本一,い や世界一の霊峰 と信 じて,富 士山に関する文献を手当 り次第集め,富

士登山計画を密かに練っていたのだった。 しかしこの計画 も,そ んな ところは女や子供の

行 く所ではないという父の一言で,実 現の見込みはな くなって しまったのである。彼女は

当時を振 り返って,「 日本地図を拡げてみて,あ ちらへもこちらへも行こうと思っていた

ところをみると,富 士への憧れは,旅 行への憧れの変形だったのかもしれません」2)と
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述べている。この計画の挫折は,ら いてうに自分が女性であることを強 く意識させ,父 へ

の反抗心を芽生えさせただけでな く,彼 女の旅への希求をさらに強いものにしたのに違い

ない。

　年 ごとに官僚色が濃 くなる父との断絶をらいてうがはっきりと意識 したのは日本女子大

学在学中に,静 養中の父 とともに過ごした小田原海岸の旅館でのことだった。

　久しぶりに,父 とふたりきりにな り,旅 館の一室に向き合ってみると,い まさらのよ

うに父との距離を感 じます。女学校のなかごろまではあんなに親 しんでいた父に対 して,

なにも話すこともなく,ま た,自 分の内面の問題などは,話 しても理解 してもらえまい

と思えば話す気にもなれない自分の気持の変化を,じ っと見つめないではい られないの

で した。3)

　女子大卒業後,ら いてうは禅の修行,英 語の勉強を続ける傍ら,生 田長江の取 り持ちで

始まった若い女性ばかりの文学研究会,閨 秀文学会に入会するが,そ の講師の一人が森田

草平であった。妻子を郷里に置 き,別 の女性 と同棲 していた草平 とらいてうの塩原温泉奥

の雪深い峠への逃避行は,駆 け落ち,心 中未遂の塩原事件 として世の注目を浴びることに

なり,こ れをもとに草平の小説 『煤煙』が書かれ,ら いてうは女子大から除名処分を受け

たのだった。この事件の波紋の広がるなか,ら いてうは一人,信 州へと旅立った。以前か

ら憧れていた 日本アルプスの壮大な自然に囲まれた養鯉所の奥座敷に滞在 した数か月は,

山々の散策 と読書,座 禅に明け暮れる毎日であったという。後に 『青鞘』に掲載された 「高

原の秋」は,こ の信州滞在中に書き始めた原稿に手を加えて書き上げたものである。そこ

には次のような描写が見られる。

　天地に塞がる大傾斜,大 難谷,無 限から,無 限に,無 辺無際を畝ねる空線,こ れらは

もうそれながらの自然が絶妙不巧の一大芸術で,万 人の心を威圧 し,驚 異と,崇 高と,

荘厳 と,畏 敬 とを,無 言にして日に日に新たに強いねば止まぬ。(中 略)太 初,荘 買の

山野に住んだ原人は何 らのこざか しき思念を挟むことなしに日輪,山 岳,大 洋,大 河,

森林な どに対 して我知 らず脆いたのである,そ の自然崇拝時代の厳粛な,敬 慶な人間本

来の純粋相をこの虚偽な曖昧なまやか し多き今日の世にまだ多少でも失わず して生きて

い られた自分を,私 は心に謝さないで どうしていられよう。4)

　ああ,高 嶺の万年雪!私 の胸はたちまち躍った。……やはり私は雪で死にたい,日 本

アルプスの雪で　　今まで見たありとあらゆるものの中で,一 番印象の深い,強 い,暗

示的な,神 秘的な,い つ見ても清新で,自 由で,魔 力のある日本アルプスのその頂のあ

の神聖な万年雪で。

　雪は私の生命である。5)

晩年のらいてうは 「わた くしの短い信州滞在はた とえ一時の逃避行にすぎなかったにして

も,な にものにも妨げられず静かな生活,美 しい自然の深い懐のなかで,つ くづく独居の

よさを味わせて くれました」6)と この旅から得 られた癒 しと充足感を懐 しく思い起こし

ている。

　東京に戻 り,座 禅 と英語と図書館通いの毎 日を送るらいてうは,や がて生田長江の強い



平塚 らいてう と旅 3

勧め もあって,女 性ばか りの文芸雑誌r青 鞘』を発行することになる。「山の動 く日来る」

で始まる与謝野晶子の巻頭詩 「そぞろごと」,発 刊の辞にかえたらいてうの 「元始,女 性

は太陽であった」を載せた 『青鞘』創刊号はたちまち大きな反響をよんだ。

　この 『青轄』時代に,ら いてうは後に彼女の夫となる奥村博 と出会った。その二人が初

めて結ばれたのは,ら いてうが博を誘って旅 した新緑の赤城山中の湖心の小さな島であっ

た。

　輝 く太陽,蒼 い空,野 鳥の聴 りや花と森の香 り,標 高千三百余メー トルの展望と鏡の

ような山上の湖。このあまりにも壮大な大 自然の無限のふところのなかで,求 め合 って

いたふたりの若い魂が,一 つの命にはじめて結ばれることに,な んの儀式が必要でしょ

う。滑かな湖の上に,小 舟を浮かべたふたりは 「小鳥 ヶ島」 とよぶ湖心の小さな島に,

太古のもののような厚い苔や羊歯類の密生する緑のその島に,永 遠の愛の証 しを残すこ

とをためらいませんで した。7)

太古から変わらぬ荘厳な大 自然はらいてうに自分の心に正直に行動するエネルギーを与え

てくれたのだ。

　やがて,ら いてうは家を出て,婚 姻届を出さないまま博 との共同生活を始めるようにな

るが,新 しい生活に入ってからさまざまな問題で心身 ともに疲労した時,西 伊豆の土肥温

泉に二人で旅 をしている。 この時の様子をつづったのが 『青轄』誌上に載った 「旅の七日

間」である。

　あらゆるものを全体 として感 じ,味 わうことができな くなると,私 は自分の内生活の

弛緩,堕 落,自 我の縮小を感 じてたまらないほど不安になる。その時私はいつも心に旅

へ,旅 へ と叫ぶ。(中 略)自 然 と向い合っていると私は次第に興奮 して くる。その興奮

によって私の心は洗われる。そ して純粋になり,新 鮮になり,透 明にな り,い つか情熱

的に自然の中にはいってい く。(中 略)私 はこの心境が　　静かにのぼ り詰めたこの心

境がたまらなく好きだ。波の音,風 の声,鳥 の嚇 り,総 ての現象が皆全宇宙そのものを

直接 自分に見せてくれる。感 じさせて くれる。味わせてくれる。私はこうして息苦しさ

から救われる。昔の人たちが法心などと呼んだ心を再び自分に取戻す。

　 自分のこういう心境がわけもな く尊 く感 じられた時,私 は都会にいた昨日までの自分

を馬鹿馬鹿 しいものに思った。8)

この部分には,ど のような状態の時にらいてうが旅に出て,そ れによっていかに心洗われ,

苦悩から解放され,心 の平安を取戻すことができるかが明白に示されている。

　その後,『 青鞘』発行部数が減少 して欠損が続き,保 持研子の帰京により 『青轄』に関

する一切の仕事を背負いこむことになったらいてうは,疲 労のために頭の圧迫や頭痛に悩

まされるようになるが,こ の時も旅に救いを求めている。山と海に囲まれた御宿海岸で,

強い日差 しのなか,か わいい千鳥を眺めなが ら,ら いてうは博 とともに心静かな時を過ご

すことができたのである。 しかしこの旅は重大な決意の旅でもあった。博 との新 しい生活

と 『青鞘』に関する全責任 という二つの事柄の両立が難 しいと分っていながら仕事に専念

することは自分を偽ることになり,生 命を磨 り減らすことになるのではないか と悩んだ末

に彼女が出した結論は,r青 轄』を廃刊とし,後 日,適 切な時に別な形で,女 性の問題を
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中心にした思想雑誌 として再出発すればよいというものであった。 しか し,留 守を任せた

伊藤野枝の強い要望により,結 局は 『青轄』の発行権を野枝に譲るという形になっている。

　その後,博 が肺結核治療のため茅 ヶ崎の病院に入院するが,ら いてうも第一子出産の後,

茅ヶ崎に移 り,第 二子の出産のため東京に戻 るまで,二 年間をそこで過 ごしている。r青

鞘』は五年間の歴史を通 してその役割をすでに果たしたと感 じた らいてうの中に,茅 ヶ崎

で生活する間に次に何か しなければならないという気持ちが芽生え育っていった。

　そ して東京に戻って第二子を出産 した後,与 謝野晶子 との 「母性保護論争」を経て,女

性の立場からの社会改革の必要性を痛感 したらいてうは,真 の女性解放への第一歩として

女性の参政権問題を考え始めたのである。こうして生まれたのが新婦人協会であった。新

婦人協会は治安警察法第五条修正,花 柳病者に対する結婚制限並びに離婚請求,衆 議院議

員選挙法改正(婦 人参政権 と男女の普通選挙要求)の 請願書の提出と,積 極的な対議会運

動を展開 した。 このうち治警法第五条修正案のみ多 くの困難を乗 り越えて1922年 に改正施

行され,政 談集会への参加,お よびその発起人 となることが女性にも認められるようにな

ったのである。 しかし,こ の時らいてうは過酷な対議会運動,講 演会,専 売局 「女工」の

ス トライキの交渉などによる心身の疲労から健康を損ない,上 総竹岡海岸を経て,栃 木県

那須温泉において転地療養中であった。中心人物を失った協会は治警法改正施行後まもな

く内部分裂を起 こし,ら いてうはやむな く協会の解散を決意することになる。またしても

旅先でこのような重大な決定をせざるをえな くなったのだ。新婦人協会の解散は,先 頭に

立って一人責任を負わされたらいてうに,日 本にはまだ女性大衆 としての動きや民主組織

がな く,団 体運動に対する女性の訓練もまだできてはいないという事実を痛感させること

になった。

　さて,二 年にわたる竹岡海岸,那 須温泉,塩 原温泉,伊 豆山での転地療養の旅が,ら い

てうと夫の心身を癒すのに果た した役割は大 きかった。彼女は次のように書いている。「実

際,こ うして自然にひた り切って暮らす生活ほど,疲 れはてたわたくしの身心を,癒 して

くれたものはありません。この旅の二年間で,奥 村の頑固な湿疹は完全に治 り,わ た くし

の健康 も,前 にくらべると,ず いぶん良い状態へと回復 しました。」9)

　また,こ の旅は健康の回復 ということだけでな く,夫 や子供たちとの生活の回復という

意味においても重要な旅であった。

　わた くしが過労のために,と うとう健康をそこねたことはある意味で子供たちにとっ

ては仕合せなことで した。うれ しいことでした。なぜならわた くしのすべての精力とす

べての時間とを奪っていた協会からわた くしは再びいやおうな しに家庭へ と戻されてき

ま したから。わたくしの頭は病床の中でも絶えず協会のさまざまな問題や責任感のため

に悩みつづけてはいましたけれど,か らだだけはともかくも子供らの傍にいられるよう

になりましたから。10)

　そ して都市生活を逃れての旅の二年間は,子 供たちの心身の成長にも大きな影響を与え

たのだった。

またわたくしの病気は とうとうわた くしたち一家を都会生活からもいやおうな しに解放

して くれました。ち ょうど二年間の海に,山 に,温 泉に,田 園における静かな生活は子

供 らにとっては,お そらく彼らの生涯の思い出となるであろうほ ど驚異に満ちた,た の
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しい,印 象深いものでした。彼 らの心も身体もこの間に目に見えて生き生きと伸び育ち

ま した。H)

　子供たちが盛んに詩を作ったのもこの頃のことだったが,帰 京後はバ ッタリできな くな

り,ら いてうは 「ほん とうに都会生活は自然の詩人である子供の魂をさえ枯渇させずには

おかないのでしょうか」12)と嘆いている。

　 らいてうが二年間の療養生活に終止符を打って東京に戻る決心をしたのは,他 の一般の

小学校のように国定教科書を使用せず,生 徒数が少なく,よ り自由な教育が受けられると

信 じた成城小学校へ子供たちを入学させるためであった。成城小学校での教育に全体 とし

て満足 していたものの,自 然に囲まれた田舎生活で子供たちが身につけた生命力や個性が

都会生活の中で失われてい くのを見るのは,ら いてうにとってつらいことだったようであ

る。

ほん とうに自然 という何ものにもかえがたい良教師を失った子供の損失は優れた教育 ぐ

らいで償えるものではないでしょう。子供の知 っている文字の数が多 くなればなるほど,

子供が もつ知識の分量が増せば増すほど,彼 らの生命は眠 り,そ の個性は光を失ってい

くのではないか とさえ疑われるくらいです。13)

　 らいてう自身も,帰 京後,都 会生活の煩わしさの中で,二 年間の田舎での生活を心か ら

懐か しみ,さ らなる旅を希求 している。

　わた しの心もこのごろしきりに旅を思う。すべてをふ り捨ててこだわ りのない,軽 い

のびやかな心で旅から旅へと歩きまわ りたい。(中 略)子 供の教育の問題でさんざん迷

ったあげ く別れがたい山や,雲 や,森 や,水 に別れて,た だ子供 らの学校のためばか り

に帰 りた くもない東京へ帰ってきたものの,都 会の生活が一 日一 日といやになるばか り

だ。それに しても那須野の自然にひた りきっていた一昨年の今時分,伊 豆の海か ら昇る

朝 日を毎朝温泉をあみながら見入っていた昨年の今時分をつ くづ くよかったと思う。14)

　 しか し,ら いてう一家が旅先であまり金銭の苦労もな く心身を癒 し,生 活を楽 しむこと

ができたのは,博 史(姓 名判断により,博 から改名)の フラソス留学のためにとっていた

お金を流用したからであって,家 族が滞在 した田舎に住む人 々,こ とに女性の生活はその

ように余裕のあるものではなかったのだ。この村では,よ き働き手はどこの家でも主人で

はな く主婦であり,男 性は一家の権力者 としてわがままで,た いてい酒飲みで,少 し余裕

のある家の主人には愛人の噂が付き物であった。女性たちは田や畑で働 くだけでな く,山

へそだ伐 りにさえ行っていた。ことに養蚕期の女性は眠る暇 もないくらいの忙 しさであっ

た。彼女たちの口から 「さしこみ」や 「はらいた」などの言葉が しば しば聞かれ,若 くし

て腰痛のために起 き上がれない女性や,三十代で視力の弱っている女性 も少なくなかった。

このような農村女性の健康上の問題は,過 労や下半身を冷やすことの多い仕事や,産 後の

静養期をもたないことな どのため,彼 女たちに多少の婦人病の持病があるためではないか

とらいてうは推測 している。

　 らいてうに新婦人協会設立の決意を固めさせた理由のひとつに愛知県下の繊維関係の工

場で目の当たりにした 「女工」たちの労働環境の劣悪さと寄宿舎生活の殺風景,不 衛生な
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どがあったが,そ こで耳にした 「女工」たちの 「田舎で百姓するよりも工場で働 く方が体

が楽で,そ れにお金 もとれる」15)とい う言葉が彼女 には理解できなかった。 しかし旅先

で農村の女性たちと親 しみを増すに従って彼女たちの重労働 とそれに伴う健康上の問題に

目を開かれることにより,よ うや くこの 「女工」たちの言葉にうなずけたのである。

皿

　以上,関 東大震災以前のらいてうと旅 との関係を順を追って見てきたが,こ こか ら次の

ようなことが推測される。

　 らいてうにとっての旅 とは自然への回帰であり,そ こで遭遇するすべての自然現象が全

宇宙そのものを彼女に見せ,感 じさせ,全 宇宙を支配する生命力を吹き込んで くれるので

あった。 こうしてエネルギーを与 えられたらいてうは,博 との赤城山行きに見 られるよう

に,太 古から変わらぬ大自然の懐に抱かれて,何 も恐れることな く自分の心に正直に行動

することができるのだった。

　さらに旅はス トレスのたまる都市生活からの逃避の場であり,疲 弊 した心身の癒 しの場

であった。塩原事件,『青轄』編集の雑務に伴う疲労,「新婦人協会」時代の対議会運動,

講演会,専 売局 「女工」のス トライキの交渉などの疲労からくる自家中毒な ど,極 度のス

トレスに見舞われた時,ら いてうは必ず旅に救いを求めている。

　 また旅は彼女に,自 分の心の変化を冷静に見つめ直 し,心 の整理をし,重 大な決断をす

る場を提供 して くれた。父 と出かけた小田原海岸では,父 との決定的な心の断絶を認識 し,

御宿海岸ではr青 轄』の発行権を伊藤野枝に譲ることを決心し,転 地療養中の塩原温泉で

は 「新婦人協会」の解散を決意 している。

　 さらに旅は,母 となったらいてうにとって重要な意味を持っていた。彼女は就学前の子

供を持つ母親に国家が十分な報酬を与えて,そ の間,母 親が就労せずにすむようにすると

いう母性保護思想の擁護者であった。多 くの若い 「女工」や働 く母親,家 庭にあって苦労

する母親の姿にふれ,彼 女たちの母性を守るため,ど うしてもじっとしていられな くなっ

て始めた 「新婦人協会」であったが,多 くの女性たちの母性保護を獲得するために自分 自

身の母性が,我 が子 とのふれあいが犠牲になっていたのである。このジレンマは再三彼女

を悩ませていた。皮肉なことに,ら いてうは病に倒れることによって,幼 い子供を持つ母

親としての生活 と家庭外での労働生活の両立の困難さを身を以て示すことになったわけだ

が,そ の結果,彼 女は都市での多忙な生活から解放され,自 ら選んだ旅の地の大自然の中

で,幼 い子供たちを夫 とともに伸び伸び と育てる母としての喜びを十分味わうことができ

たのである。

　 旅はまた,ら いてうにとって新たな飛躍のための思想的充電の場であったといえる。塩

原事件後の信州への旅で,ら いてうはそれまでの自分から脱皮し,座 禅,読 書,山 の散策

に明け暮れる日々を過ごしている。『青轄』発刊の辞にかえた 「元始,女 性は太陽であっ

た」の 「日本アルプスの上に灼熱に燃えてくるくると廻転する日没前の太陽よ。孤峯頂上

に独 り立つ私の静けき働嬰 よ」16)という一節が,信 州滞在中に和泉の里から眺めた壮大

な景観を記 したものに他ならない と述べたのは小林登美枝であった。17)ら いてうが禅の

修行で培った精神 と,常 々彼女の中にあった自然崇拝に,信 州への旅での壮大な自然 とふ

れあう日々の経験が重な りあって,あ の,人 々の心を揺さぶる 「元始,女 性は太陽であっ

た」が生み出されたといっても過言ではない。



平塚 らいてう と旅 7

　さらに御宿海岸,茅 ヶ崎滞在中に彼女はr青 轄』以降の母性保護思想をは ぐくみ始めて
いたし,竹 岡海岸から伊豆山に至 る転地療養の旅先では,子 育ての経験を通 して,ま た,

この一見の どかな田園風景の中で繰 り広げられる苛酷な人間模様を見聞することによっ

て,自 らの母性主義を後の消費組合運動へ と発展させてい く礎を形成 していたのである。

　さて,ら いてうの旅への憧れは,ま ず富士登山への熱望という形で現れ,常 に山岳への

強い憧れが彼女にはあったようだ。彼女が旅に出る時に,山 に囲まれた地方を選ぶことが

多かったのはそのためであろう。富士登山への夢が,女 や子供の行 くところではないとい

う父の言葉で挫折に追い込まれて以来,彼 女の中には女性であるがゆえに到達を阻まれて

いる存在,そ れゆえ憧れ,切 望するもの としての高山が常にあった。それを如実に示 して

いるのがr青 轄』発刊 と同時につけ られた 「らいてう」というペンネームである。実はこ

のペンネームも,塩 原事件後の信州への旅に由来 しているのである。 日本アルプスへの登

山が容易ではな く,女 性の登山者な どいない時代のことで,ら いてうは信州滞在中も生き

た雷鳥のひな鳥を見ただけであったが,書 物を通してこの鳥の習性を知 り,好 ましく思っ

たということである。太古か ら三千メー トル以上の高山に住み,ふ っくらとしたやさしさ

とた くましさを合せ持つ雷鳥。季節によりからだの色を変えることにより山の自然と同化

する雷鳥。 らいてうは長い歴史を生き続けてきたこの鳥の生命力,そ して何よりも,女 性

である自分が到達 しえない高所に住み,自 然の中に溶け込んでいるという事実に強 く心引

かれたのであろう。信州滞在中に書き始められた 「高原の秋」には,自 分が純白の羽毛で

覆われた雷鳥に姿を変え,太 陽の周囲を三度回るという幻想のシーンが描かれている。

結

　以上のように,ペ ンネームの由来も含め,ら いてうと旅は常に密接な関係にあった。 ら

いてうにとって,都 市は人々を疲弊させ,自 然の詩人である子供の魂さえも枯渇させてし

まう所であるが,病 院や学校な どの施設が充実 しているために,出 産や子供の教育問題に

直面した時,帰 らざるをえない場所であった。 しか し 「断想」の中の 「現代人は社会のな

かに生きていることを知 っているが,自 然のなかに生 きていることを忘れている」「都市

生活者は自分の頭の真上に悠久な青い空のあることを時々思い出す必要がある」という二

文からも明らかなように,ら いてうは都市生活者の自然とのふれあいの必要性を痛感 して

いた。彼女が都市生活者のさまざまな苦難を経験 しながらも,母 性主義を擁護 して女性の

地位向上にあれほど大きな貢献ができたのも,都 市生活のす ぐむこうに,い つでも迎えて

くれる自然への回帰の旅があるとの確信があったからではないだろうか。

　本稿では関東大震災以前の らいてうの旅を取 り上げたが,彼 女 と旅のこの関係が終生変

わらないものであったことを明らかに示す,小 林登美枝の描いた晩年のらいてうの姿を紹

介 して結びとしたい。

時たま旅に出られて,広 い田園風景のなかを車で走るときなど,「まあ,な んて広い空

で しょう　　」 と,み どりの地平のかなたを眺めながら,感 にたえないように言われま

す。そんなときの先生の眸の奥には,は るかな人生の地平線をみつめて,永 遠 に憧れや

むことのない情念のような ものが宿っているかのようでした。18)
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Hiratsuka　 Raicho　 and　 Her　 Travels

Keiko　 HORI

Ooロrsθofε ロroρθan　and　 Amer'caηL∂ngσagθs∂ ηd　Cultロrθ5

　　　　　　　　　 Deρar亡mθnt　 ofArfs　 aηd　So'ences

Os∂kaκyo'kuσ ηルθrs'オγ,κash'wara,05ak∂582,　 J∂ρaη

　　　 To　 get　 a　better　 understanding　 of　 Hiratsuka　 Raicho,　 one　 of　 the　 first　 major　 feminists　 in

Japan,　 this　 paper　 focusses　 on　 the　 relationship　 between　 Raicho　 and　 her　 travels.　 This　 virtually　 un-

discussed　 theme　 leads　 to　 the　 following　 couclusions.　 For　 Raicho,　 to　 travel　 meant　 to　 go　 back　 to

nature,　 from　 which　 she　gets　 life　energy　 which　 rules　 the　whole　 universe.　 These　 travels　 also　 provided

her　 an　 escape　 from　 stressful　 city　 life.　 They　 offered　 her　 an　 opportunity　 to　gather　 her　 thoughts　 and

to　lnake　 important　 decisions.　 They　 enabled　 her　 to　enjoy　 the　 pleasure　 of　being　 a　good　 mother　 and

wife　 in　the　 grandeur　 of　nature.　 Furthermore,　 each　 joumey　 prepared　 her　 for　the　 next　 step　 in　her

life.且er　 invigorating　 address　 to　the　 readers　 of　Sei亡o,"In　 the　 Beginning,　 Woman　 Was　 the　 Sun"

was　 created　 from　 the　combination　 of　her　 natural　 admiration　 of　nature,　 spiritual　 maturity　 cultivated
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through　 ascetic　 practices　 of　Zen,　 and　 her　 trip　to　the　moulltainous　 region　 in　Shinshu.　 This　 trip　 also

produced　 her　 pen　 name,　 Raicho.

　　　 To　 Raicho,　 a　city　was　 a　place　 where　 she　needed　 to　come　 back　 for　its　facilities　 　 better　 schools

and　 medical　 care.　 Even　 with　 all　the　 problems　 of　living　 in　a　city,　 Raicho　 could　 still　contribute　 a　great

deal　 to　raising　 women's　 position　 in　Japan,　 because　 she　 knew　 she　 coUld　 go　 back　 to　nature　 whenever

she　 felt　the　 need,　 nature　 which　 she　 was　 certain　 would　 receive　 her　 with　 open　 ar!ns.

Key　 Words:literature,　 Hiratsuka　 Raicho,　 travel,　 nature


